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  発行年月：２００８年４月 

 

一月の江戸深川が舞台、年に一度の仲町対冬木町の町対抗の子ども技比べ大会。仲町の

大将大助、対する冬木町の大将与次郎、どちらもともに１１歳。競うのは三種目、まず俵

挙げ、綱引き、そして駆けっこ。裕福な材木問屋次男である与次郎はなにかとずるい工作

を仕掛けてき、大助たちはピンチに・・・はたしてこの勝負の決着は？ 

周りの大人たちに事あるごとに厳しく愛おしげに見守られて、

真っ当にたくましく成長する子どもたちの姿に心がぬくぬくとし

てきます。大人の方にもおすすめの子どもが主役の人情時代小説

です。 

長谷川平蔵と言えば、鬼平と呼ばれ、江戸の盗賊どもを震え上がらせ 

た火付盗賊改方長官。本書はその鬼平のおやじ殿、初代長谷川平蔵が京 

の都に奉行として赴任してから起こる事件の捕物帳です。今でも人気の 

高いあの若冲が、絵師としてまた錦市場の八百屋のご隠居として登場す 

るくだりもあり、花を添えます。若き鬼平が、父の用人として活躍するのも一興です。 

さあ！京奉行長谷川平蔵の名裁き、とくとご覧あれ。 

 
 

「ふざけるな！」安中藩勘定方片桐裕吾は藩主の沙汰を受けて思わず叫び

ました。その沙汰とは、鍛練のための遠足
とおあし

、つまりマラソンを決行するとい

うのです。コースは城をスタートし山上の神社のゴールまで、４２.１９５

キロならぬ七里七町（約２８.３km）を走り抜くというもの。胸に一物を持

つ片桐は、やるからには勝たねばと様々画策するのですが。 

冬の風物詩であるマラソンを題材に展開される藩士たちの悲喜こもごものドラマに、沿道

の応援団のごとくハラハラドキドキそして、ほっこりさせられます。 

 

 
 

 

 


